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山大大学院医歯学総合研究所)､懇親会｡

第 43回岡山実験動物研究会 :平成 14年 6月 7日､

重井医学研究所で開催｡一般講演 (3題)｢WS4マ

ウス にお けるエ ン ドセ リンβレセ プター遺伝子の

解析 ｣ 一大谷某氏 ら (岡山大大学院 自然科学研究

科 ､埼玉県立がんセ ンター研 究所),｢マ ウスの皮

膚反応 におけるヒスタミン H3受容体 の関与｣-ホ

ッセ ン ･マ リア女史 ら (岡山大 ･薬 学部)､｢フタ

ホ シコオ ロギの フェ ノール酸化酵素の性状｣一浅

田伸 彦 先 生 ら (岡山理科 大 ､徳 島大 ･工学部)､

賛助会員 による講演 (1題)｢株式会社ナル クのピ

-グル生産事業 ･実験動物受託飼育事業 の概要｣

一橋本匡司 ら (㈱ ナル ク､ 日本農産工㈱ )､特別講

演 (1) 揺)｢今 日の生殖 医療 の現状 と問題点｣ -

沖津摂先生 ･三宅馨先生 (三宅医院 ⅠvFセンター)

第 44回岡山異境動物研究会 (JIJ立 20月年記念大

会)

:平成 14年 11月 29日､メルパルク OKAYAMA

(岡山郵便貯金会館)で開催､ 日本生物工学会西 日

本支部協賛予定｡

記念講演 ･特別講演 3題 を企画｡

岡山実放動物研究会報のこれまでの掲載内容

第 1号 :1983年 4月発行

祝 辞 岡山大学長 大藤 真

重井医学研究所長 妹尾佐知丸

あいさつ 会長

第 1回岡山実験動物研究会経過報告

猪 貴義

常務理事 永井 康

第 2匝l岡山実験動物研究会開催予告

岡山実験動物研究会会則 (莱)

お しらせ

第 2号 :1984年 4月発行

あいさつ 猪 貴義

特別講演要旨 審歯類の発生のひずみをしらぺる

永井 庚

寄 稿

ハムスターの子育て

実験動物の遺伝制御

実験動物 としての日本ウズラ

矢部芳郎

河本泰生

佐藤勝紀

噂乳類の胃の比較形態 鈴木一意 ･永井 庸

二ホンザル にみ られた …下痢症"について

稲垣晴久

施設め ぐり

岡山大学医学部附属動物実験施設 倉林 譲

林原生物化学研究所藤崎研究所 益田和夫

研究会だよ り

第 11回静岡実験動物研究会研究発表に出席 して

永井 虞

第 6回静 岡実験動物研究会討論会に出席 して

倉林 譲

第 2,3,4回岡山実験動物研究会講演会報告

第 3号 :1985年 4月発行

あいさつ

特別講演要旨

ライフサイエ ンスの研究推進 と実験動物

猪 貴義

猪 貴義

実験動物の開発一特 に遺伝子的手法について

永井次郎

寄 稿

吉田豊三郎先生の実験 ことはじめと人生

佐藤 博

薬理実験 とその施設 について 田坂賢二

経験に基づ く実験動物 とその施設について

三谷恵一

各種噂乳動物の乳成分組成の比較

実験動物の全身麻酔の現況と将来

第 3回国際細胞生物学会議を主催 して

施設め ぐり

川崎医科大学実験動物飼育セ ンター

ラビ トン研究所付属 ラピ トン牧場

片岡 哲

倉林 譲

沖垣 達

北 徳

金 田平八郎

研究会だよ り

第 12回ヨ← ロツパ先天異常学会に

実験動物 シンポジウムに出席 して

第 5,6回岡山実験動物研究会報告

第 4号 :1986年 4月発行

あいさつ

特別講演要旨

実験動物 と私

寄 稿

飼育器具機材の発展史

動物集団をどのようにとらえるか

新薬開発 における動物実験の問題点

亀井千晃 ･

日本ウズラにみ られた近交退化現象

倉林 譲

猪 貴義

小川勝士

佐藤善一

吉田敬治

田坂賢二

佐藤勝紀

岡山大学医学部附属動物実験施設におけるイヌ ･

ネコ､サルの検疫検査成績について 横 田泰江 ･

倉林 譲 ･野 田昭一 .大江茂一 ･大賀育造

施設め ぐり

垂井医学研究所 内藤一郎 ･沖垣 達

阪大微生物研究会観音寺研究所雲岡支所
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安藤 忠司 ･小野耕一 ･吉 田 巌 ･林 政実 ･

入江進 一 ･高延壮男

研究会 だよ り

第 7, 8回 岡山実験動物研究会報告

臨時特別講演会 について

第 9回 岡山実験動物研究会報告

第 5号 :1987年 7月発行

あいさつ 猪 貴 義

特別講演要 旨

実験 動物 とのつ きあ い :大動脈 吻 合バ ラ ビオ- ジ

ス 妹尾佐 知 丸

実 験動 物 にお け る遺 伝的 モニ タ リングの意義 と役

割

寄 稿

グ ッピー集 団の一過性過剰移動

晴乳類 白歯 の嘆頭 の個体発生

DietaryFiberにつ いて

山田淳三

渡辺宗 敬

近藤 信太郎

中永 征太郎

自動水洗 ラ ックを用 いた小動物 の大量飼育

佐藤 芳範 ･河 口充 宏 ･石 川 哲 之 ･栗 本雅 司

カ リフォルニ ア大学 での動物 実験事情

第 34回 日本実験動物学会総会 の概要

施設め ぐり

島根医科大学 医学部附属動物実 験施 設

㈱ 生物 科学技術 研 究所

研究会だよ り

第 10､11､12､13回研究会報告

昭和 61年度役員会報告

岡山実験動物研 究会 の活動報告

第 6号 :1988年 4月発行

あ いさつ

特別講演要 旨

動物 の行動 にお ける記憶 の横 制

嘱乳類 中枢 神経 系の発生 と分化

実 験動 物 にお ける発生工学 の進 歩

佐藤 透

佐藤勝紀

鈴木秀作

戸 塚征彦

猪 貴義

平野俊二

御子柴克彦

豊 田 裕

寄 稿

てんかんモデル マウス

(El,CBA,AKR,A/St,IDR,ICRマウス)

片 山 泰 人

鳥類 の卵殻腺 におけるカル シウム分泌細胞

山 本 敏 男

胃粘膜 にお ける粘液物質の組織化学的分類 と機能

鈴 木 一 意

海産生物 にお け る実験動物化 につ いて思 うこと

三 枝 誠 行

施設め ぐり

九州大 学 医学部 附属動物実験施 設 の使用経験

半 田 純 雄

日本チ ャールズ ･リバー㈱ 日野飼育セ ンター

亀 山 巌

研究会だよ り

第 14､15回岡山実験動物研究会報告

昭和 62年度役員会報告

岡山実験動物研究会 5年 間の活動

第 7号 :1990年 6月発行

あいさつ

特別講演要 旨

実験動物 と して みた節足 動 物

猪 貴義

山 口恒夫

一特に神経行動学 の立場か ら一

実験動物 と して の シ ョウ ジ ョウバエ 浅 田伸彦

バイ オテ ク ノ ロジー 利 用 によ る新 しいモ デ ル 動 物

の開発 東候英 昭

寄 稿

実験科学 にお ける単 一被験体 法適用 の意義

杉本完二

近隣諸国の実験動物事情 佐藤 善一

実験用 ラッ トの歴史 につ いて考 える 西川 哲

食事の Bulkと摂取量一 日ネズ ミについて-

中本 征太 郎 ･帝益 あや ･佐 藤 孜 郎

施設め ぐり

滋賀医科大 学 医学部 附属 実験 動物施設 鳥居 隆三

研究会だよ り

第 16､17､18回岡山実験動物研究会報告

平成元年度役員会報告

集 8号 :1991年 6月発行

あいさつ 田坂賢二

特別講演要 旨

動物実験 にお ける腎症候 性 出血熱の発生 と終息

山之内孝 尚

神経細胞 の雑誌 形成 石井 一宏

アセチル コ リンおよび ヒスタ ミン吸入 に対す る気

道感受性 を異 にす るモル モ ッ トニ系統の選抜育種

三 上 博輝 ･西端 良治 ･河本泰生 ･猪 貴義

寄 稿

実験動物 の出生前医学 にお ける役割

田 中 修 ･橋 本 龍 樹 ､帯 刀 轟 子

線虫 C･エ レガ ンス麻酔剤応答異常 に関わ る遺 伝子

群 安藤 秀樹

自ネズ ミの排便 と食餌 のエネル ギーの密度

中永 征太 郎 ･爾 益 あや ･佐藤 孜 郎

マウスにお ける水の効用 石井 猛 ･寺揮孝男

実験動物 との関わ り雑記

施設め ぐ り

香川 医科 大 学動 物実 験施 設

株式会社 フ アブ

研究会だよ り

第 19､20回岡山｣実験動物研 究会

平成 2年度役員会報告

第 9号 :1992年 6月発行

あいさつ

特別講演要 旨

癌 と動物

樋 口久 直

三 上博輝

久城意寿

土倉 侃

田坂賢二

栗本雅 司
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瀬戸 内の森 と林一 自然林の生育 とその生態的機能

を考 える一 三枝誠行

寄 稿

ビタ ミンB12欠乏 ラッ トの飼育 河 田哲典 ･

山田和弘 ･和田政裕 ･田所忠弘 ･前川昭男

マ ウス における農業米､自然米の効用

石井 猛 ･寺本光徳

環境 汚染物質 に対す るウズ ラ ･ハム ス ターの感受

性比較 高橋慎二 ･市瀬草道 ･嵯峨井 勝 ･高橋 弘

施設め ぐり

第一製薬㈱動物実験施設 関 口富士男

研究会だよ り

第 21､22回岡山実験動物研究会

平成 3年度役員会報告

第 10号 :1993年 6月発行

あいさつ

特別講演要 旨

窮境 の発ガン物質 に対するヒ ト曝産 の研究

腫癌拒絶の細胞性機構

重粒子線の生物学的効果 と医学利用

噂乳類初期腔の凍結保存 と体外受精

栗本雅司

早津彦哉

中山香-

大原 弘

野上輿志郎

寄 稿

鶏卵の活動電位 における雌雄鑑別方法 と､pH 測定

による生死の鑑別に関する研究 石井 猛

未 田孝 博 ･門 田太 司

ラッ ト畢丸 に及ぼす ビタミンB12欠乏の影響

河田哲典 ･武 田裕子 ･田中信夫 ･山田和弘 ･

和 田政裕 .田所忠弘 ･前川昭男

施設め ぐり

㈱大塚 製薬 工場動物実験施設

中外製薬㈱ 富士御殿場研究所

研究会だよ り

第 23､24回岡山実験動物研究会

平成 4年度役員会報告

岡山実験動物研究会のあゆみ

岡山実験動物研究会開催の宣伝

日本実験動物協会か らの送付物の紹介

第 11号 :1994年 7月発行

あいさつ

特別講演要旨

動物 におけるシー トか らの形づ くり

招待講演要 旨

古生物 の進化 を見せ る博物館建設へ

寄 稿

中国実験動物雲南霊長類センタ-の紹介

神経細胞 の初代培養法の改良

塩本泰久

龍味哲夫

栗本雅司

本多久夫

石井健一

劉 艶

石井一宏

ChangeofPhysiologicalandPsychological

FunctionsBasedontlleCombinationofEarly

andLateExperience

(初期経験 と後期経験 との組み合わせによる生理的

機能 と心理的横能 の変化)

三谷 憲 一 ･ダイガム ･ベ ンハ ッシン

施設め ぐり

日本クレア株式会社

研究会だよ り

第 25,26匝順l山実験動物研究会

平成 5年度理事会報告

日本実験動物協会か らの送付物の紹介

他の研究会か らの送付物の紹介

日本実験動物技術協会か らの送付物の紹介

岡山実験動物研究会 のあゆみ

第 12号 :1995年 7月発行

あいさつ

増田恭造

栗本雅 司

特別講演要旨

下垂体前葉細胞の増殖調節 高橋純夫

実験動物 とワクチ ンの品質管理一 日本脳炎 ワクチ

ン力価試験用マウスの検討一

小野耕一 ･大西敏

遺伝子 ノックアウ トマウス作製 と免疫応答解析

への利用 高井俊行

招待講演要 旨

ケージサイズについて考 える 佐藤徳光

寄 稿

日生研 にお いて維持 されているニワ トリの近交系

および ミュータン ト系 (疾患モデル系)

実験動物の泌乳

水谷 誠

高橋寿太郎

佐藤 博先生追想

施設め ぐり

鳥取大学医学部附属動物実験施設

研究会だよ り

第 27､28回岡山実験動物研究会

第 13号 :1996年 9月発行

第 30回記念 岡山実験動物研究会記念写真

あいさつ

猪 貴義

柴原春行

栗本雅 司

特別講演要旨

ゴキブ リの生態 と駆除 西村 昭

動物催眠一 防衛行動 としての死んだふ り 酒井正樹

細胞痛化の機構 清水憲二

寄 稿

ケージサイズの動向 について 倉林 譲

鉱石 ｢蕊薪丸｣ によるマウスへのホル ミシス効果

につ いて 石井 猛 ･仁科一成 ･峯 真

司希少野生鳥類 及 び近交 系ウズ ラでの情報管理 シ

ステムの作成 高橋慎司 ･清水 明 ･土屋英明

施設め ぐり

オ リエンタル酵母工業株式会社

三鴨信秋 ･桑原古史
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研究会だよ り

第 29､30回岡山実験動物研究会

第 14号 :1997年 10月発行

あいさつ 佐藤勝紀

特別講演要旨

大型ウサギの実験動物化に関する研究 松田幸久

コラーゲン遺伝子改変と動物の疾患モデル

二宮善文

マス ト細胞の研究に有用なミュータント動物

北村幸彦

寄 稿

マウスにおける塩酸 ヨヒンビンの効能について

石井 猛 ･大西達哉 ･峯 真司

アルコール長期飲用 (6カ月)による肝臓横能

な らび に脂 肪 代 謝 へ の影 響 に対 す る アル カ リ

性水の効用 鈴木政美 ･倉林 譲

ウサギケージの大きさによる行動学的研究

一特に在来型 FRPケージとの比較について一

倉林 譲 ･上 山和 貴 ･大光宗義

施設めぐり

広島大学医学部附属動物実験施設の紹介

古川敏紀 ･信清麻子 ･神崎道文

研究会だよ り

第 31､32回岡山実験動物研究会

特別講演会

平成 8年度理事会報告

岡山実験動物研究会のあゆみ

第 15号 :1998年 9月発行

創立 15年周年記念岡山実験動物研究会写真

あいさつ 佐藤勝紀

記念講演要旨

ライ フサイエンスの展開と実験動物 猪 貴義

特別講演要旨

疾患モデル動物の開発と応用一糖原病 Ⅱ型

ウズ ラをめ ぐって一

席 の遺伝子治療

菊池建機

田中紀章

寄 稿

実験動物における眼検査 古川敏紀

ウサギの行動特性観察による昼行性 ･夜行性解析

倉林 譲 ･上り｣和貴

施設め ぐり

岡山大学農学部 ･薬学部動物実験施設 佐藤勝紀

研究会だよ り

第 33回岡山実験動物研究会

創立 15周年記念第 34回岡山実験動物研究会

第 35回岡山実験動物研究会

平成 9年度理事会報告

岡山実験動物研究会の 15年間の活動経過

佐藤勝紀

参考資料

実験動物生産施設 ｡設備および管理 に関する指針

とその解説- マ ウス､ ラッ ト､ハムスター､モル

モッ ト､ウサギ編一 日本実験動物協会

第 16号 :1999年 9月発行

あいさつ 佐藤勝紀

記念講演要旨

内分泌撹乱物質 (環境ホルモン)の何が問題か

井 口泰泉

特別講演要旨

薬物依存形成における diazepam bindinginhibitor

(DBI)の役割 大熊誠太郎 ･桂 昌司

両生類の桂皮的水分摂取機構 と陸上適応 上島孝久

骨粗髭症疾患モデル とその評価法 西崎泰 司

上海実験動物科学の進展 王 楠田

寄 稿

ルフテンTgの開発 斎藤正信 ･大城匡豊 ･

銀 一之 ･橋詰敏雄 ･倉林 譲

ALS系 ･ALR系マウスにおける視床下部障害

性

肥満の誘導 と糖尿病態発現 -L･アスパ ラギ ン酸ナ

トリウム(M SA)投与による肥満誘導と糖尿病態 一

山下 摂 ･石橋光太郎 ･関 口富士男 ･佐藤勝紀

白ネズ ミにお ける海藻の有効エネルギー量な らび

に大腸内産生エネルギー量 について 中永征太郎

施設め ぐり

徳島大学医学部附属動物実験施設

研究会だよ り

第 36､37回岡山実験動物研究会

平成 10､11年度理事会報告

地域実験動物研究会の活動紹介

第 17号 :2000年 9月発行

猪 貴義先生 日本実験動物学会功労賞受賞

あいさつ

小瀬博之

佐藤勝紀

特別講演要旨

Tg動物飼育システム STAR及び sTAR/OKの紹介

柳原 茂 ･岩宮正治 ･内山憲一 ･浦野 徹 ･倉林 譲

モンゴル恐竜共同調査 6年間のあゆみ 鈴木 茂

寄 稿

ス トレスに対するマウスの感受性の系統間比較

山元昭二 ･佐藤勝紀 ･安藤 満

HPLCを用いた昆虫のカテコールアミン関連酵素

活性測定法 浅田伸彦 ･山崎重雄

Ⅳ型コラーゲンとⅣ型コラーゲン遺伝子異常症

(AIport症候群)動物モデル 内藤一郎

施設めぐり

山口大学医学部附属動物実験施設

大阪大学医学部附属動物実験施設

研究会だよ り

第 38､39回岡山実験動物研究会

平成 11年度第 2回理事会報告

平成 12年度第 1回理事会報告

岡山実験動物研究会の会費に関する内規

山口和人

黒揮 努
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会報投稿規定

地域実験動物研究会の活動紹介

参考資料

生命科学 ･動物実験 に関する最近の トピックス

第 18号 :2001年 9月発行

あいさつ 倉林 譲

記念講演要 旨

実験動物研究 の 50年を顧みて 猪 貴義

招待講演要 旨

ブタ MHCクラス Ⅱ遺伝子の DNA タイ ピングと梅

山豚の免疫特性 小松正憲

特別講演要旨

多 因子疾患原 因遺伝子 の PositionalCloningへ の

取組 み一 肥 満 ･高脂血症 ･高 血糖 を支配す る遺伝

子 の解 明- 波速 武

医薬品開発サ ポー ト業の現状 金田平八郎

横能性食品業界の最近の研究動向 井上良計

遺 伝子 レベル で細胞 か ら個体 まで研 究 出来 る線虫

モデル 香川弘昭

寄 稿

TheDevelopmentofLaboratoryAnimalScience

inChinaLandJapan Jia一皿ingTangand

YuzuruKurabayashi

生態学 的動 的視 野 にお いて は水 平線 分 の透 目性 は

垂直線 分 の誘 目性 よ りも高 く､両 パ ター ンと も右

視野中心で視覚走査 され る 三谷恵一

追悼文

佐藤善一先生追悼 猪 貴義

講演 に基づ く広告

株式会社 ラピ トン研究所 金 田平八郎

施設め ぐり

高知医科大学医学部附属動物実験施 設 古谷正人

愛媛大学医学部 附属動物実験施設

藤 原 隆 ･推木 勝 巳

研究会だよ り

第 40回及び第 41回岡山実験動物研究会

平成 12年度第 2回及び平成 13年 度第 1回理事 会

報告

岡山実験動 物研 究会 の会 費 に関す る内規 ･会報 投

稿規定

地域実験動物研究会の活動紹介

参考資料

生命科学 ･動物実験 に関す る最近の トピックス

第 19号 :2002年 9月発行

あいさつ 倉林 譲

特別講演要 旨

細胞死 (アポ トー シス) の シグナル伝達 横棒 と生

体 にお ける役割 -アポ トー シス実行 因子 カスバ -

ゼ 8を中心 に 一 酒巻和 弘

がんと免疫 中山香-

不妊治療 の現状 と問題点 沖津 摂 ･三宅 馨

寄 稿

結核の病因につ いてのコ ツホの論文

- ことに､そ の動物実験一 矢部芳 郎

EvaluationsofRiverecocharcoalontheblood

routineandbloodbiochemicalvaluesinrats

Y.Kurabayashi,J.M.Tang,G.J.Yang,

E.Q.Liu,Y.Yamaguchi,&S.Yamada

HPLC を用 いたカテ コール ア ミン関連酵 素突 然変

異体 の検討 浅 田伸 彦

新たな実験手技 ･ラッ ト頚部髄腔 内投与法の有用性

の評価一 麻酔 増強作 用 によ る行 動薬 理学的試 験 で

の検討一 村 中清志 ･佐加良栄治 ･倉林 譲

施設め ぐり

東京慈恵会 医科 大 学 に新設 され た実 験動物研 究施

設の紹介 岩城隆昌

慶応義塾大学医学部の共 同動物実験施設 下 田耕治

研究会だよ り

第 42回､第 43回研究会､理事会報告

岡山実験動物研究会の 20年間のあゆみ 佐藤勝紀

岡山実験動物研究会報の これ までの掲載内容

会費に関す る内規､会報投稿規 定

地域実験動物研究会の活動紹介




